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機械製図における立体的製図方法

軸測図について (第1報)

大島貴充* 渡辺 修*

A Method of Three四 dimentionalDrawing in the Mechanical Drawing 

On the Axometric Projection (lst Report) 

Takamitsu OSHIMA Osamu W A T ANABE 

要 旨 軸浪U図;a整理して，立体表現lこ必要な基本軸を 5種類求めた.乙れらの基本軸を用いれば，基本

軸に平行な面の楕円は，すべて，市販のテンプレートで画くことができ，立体図作成の時間短縮と，立体の

より立体らしい表現ができる.

緒言

機械製図における立体表示法は，現在，斜行図か等測

図(等角図)にするのがほとんどである.しかし，斜行

図の場合，物体の正面を正投影図法で，側面を斜投影図

法で画くため，図法的に正しくなし立体図も実物とか

なりちがった感じを与える.さらに，物体の正面以外の

面では，簡単な円形でもすべて楕円になるため，作図l乙

要する時間は等角図と大差ない.等角図は，軸測図の一

つで，基準軸の聞の角度がすべて1200になったものであ

り，正投象面に平行な面上の円形は，すべて，350 の楕

円として画かれる. この楕円図示lこは，従来てまどった

ものであるが，いろいろな楕円定規が市販されるように

なり，最近では，楕円図示lこもてまがかからなくなって

きた.楕円が簡単に画けるならば，等角図以外の軸測図

でも，立体図を作成する時間は大差ない乙とになる，む
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第 1図 ν，μ，Aの位置
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しろ，一定位置に回定される等角図よりも p 品物をより

的確に表現できる可能性が高い.

そこで，市販されている楕円定規を使用することので

きる軸測図を求め p その中より等角図以外に，機械製図

の立体図示に適したものを求めた.

車由;，~IJ図における投影面と物体の位置関係

投影面と物体の位置関係を第 1図l乙示す.長方体 AB

CD-EFGHは A点で投影面に接するように置かれる.

投影面に垂直伝視線 B.Lは， A点で、長方体内lこ入り，

M点で外部にでるとする.この対角線AMをもっ直方体

AIJK-ELMNを図のようにつくる.視線 B.Lと長方

体の右側面ととtす角を A，正面となす角をμ，上面とな

す角を νとする.この長方体は，はじめ正面 ABCDが

投影面 p~乙接していたものが， 軸 AZを中心lとして a0 

回転し，その後 ν。だけ手前にかたむいたものであると

すると，a，ν，μ， Aの間には次のようとt関係がある.

Sln戸-Sln a. COSν 

sin A cos a . cosν 

また，長方体の稜 AD，AE， ABの投影面への投影

を，第2図のY，X， Zとする.乙のY軸， x軸は軸測図

の基線である.水平軸と基線のすな角的戸は，第3図

に示すがと fの関係より次のように求まる.

tan s = tan a . sin ν 

tanα= tan (90+a) . sin ν 

Z軸， Y車由， X軸上での縮み率をn，m， 1:とすると縮み

率は次のように求まる.

n cosνm cosμ 1: = cos A 

これらの諸量は，長方体の回転角aOと，手前へのかた

むき νが与えられることによって簡単に求まるのであ

る.現在では，これら諸量を計算した数表 1)，わが存在

する.
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第2図軸測図基準 第 3図 G。と戸。の関係

簡単に楕円の求まる軸測図

楕円定規，楕円テンプレートの楕円は150から800ぐら

いまで50間隔で容在する.従って，立体図にでてくる楕

円を最大 650とみて，150 ~ 650までのうちで9 楕円定

規，橋円テンプレートで処理できる軸測図を第 1表にま

とめた.第 1表の中より竹内 Jを150，200， 250， 300， 

350， 400， 450， 500， 550， 600， 650の数値のいずれか

にまとめ，さらに，基本軸の回転によって生じている同

種のものをのぞき，残りを第2表にまとめた， α，sは29

分以下を切りすて， 30分以上ぞ切りあげである. ll， ffi， 

fは少数第3位四捨五入である.第2表中*印のもの

は第 1表の中iζ存在しないものであるが，等角投影の ν

の値より大きなものとして，その存在価値が高いので，

ρ=23055'であるが μ=250としてとり入れた.表よりあ

きらかなように，等角投影 ;1図，二等角投影;4図，不

等角投影;10図の合計15図が条件を満足するものとして

存在する.
第 I 表

ジ a. メλ 入 0{ β n m p_ 
ユ5 己工 20工F 61十己3 33 59 5斗O 0.97 0.9斗 ヨ.43
15 26 

Z35コ斗37 
60 14 之757 711 0.97 O.ヲ81 臼.50

工ラ 32 5斗598 Z己Zヲ 9工ユ 0.97 0.86 0.5o f 3 
lラ

3斗之7 35 32 
50 2 1852 7 ユ1 2 0.97 0.81 0.64 

ユ5 斗o15 斗552 ユ6 工3， 7 0.97 0.76 0.70 

20 工6 工5 0 6斗356 斗50 01 5 36 0.91+ 0.97 O.斗3
20 22 20 36 60 3 。ュ4 7 52 0.94 0.9斗 0.5コ
20 27 ZF6 15 56 10 33 52 9F3 8 0.9斗 0.3 90 O.ラ6F 
20 3ヲ 36 15 斗65斗 22 53 15 2 0.9斗 コ.d1 O.件

25 17 ユ521 60 4 5斗 7 7 21 O.ヲ工 0.96 0.5つ
25 23 20斗斗 斗56 32 斗斗 52 10 10 0.91 0.9B 斗 00..56F 5 25 33 29 3斗6 9 28 33 3 工5820 O.ヲ工 0.d7 
25 39 3斗斗 斗斗斗6 27 33 1d 53 0.91 0.82 0.71 
25 斗F 39 5工 ヨヲ 5工 22 5斗 己己 54 O.ヲユ 0.77 0.77 

3口 工8 ユ531 !うう 27 56 58 9工3 0.87 0.96 0.56 7 
30 29 Z斗斗9 斗91斗 42 3 15 2ヲ 0.87 O. 0.65 

ヨ30コ 35 29斗7 斗511 35 31 工ヲ工7 0.87 O.b7 0.71 
斗2 35 2斗 斗o 3 己ヲ 己 三斗工斗 0.87 0.82 0.77 

35 ユヲ 15 28 5コ斗5 59 ユ 11 10 0.82 。圃ヲ6 0.63 
35 31 E斗 57 ιι35 斗36斗0 19 0 0.82 0.'=1υ 1 0.71 
35 38 30ユ7 40 12 36 17 21ト 8 0.82 0.86 0.U 76 
35 斗5 35 23 3う己玉 己950 29 50 0.82 口.己2 O.o2 

40 21 15 56 斗539 59 9 工351 0.77 O.ヲ6 口.70
4口 3斗工斗 25 21 39 2ち

斗3363287 己326 0.77 0.B 9D 0.7) 0 7 
ι。 3コユ口 35 19 三ヲ lユ 0.77 0.o7 0.1)2 

ι5 2己 15 21 4コ57 60 15 工556 0.71 O.ヲ6 0.8 76 
斗5 36 E斗 33 3斗 53 斗斗 13 27工l 0.71 O.ヲC3l 0.(i2 
与5 斗5 30 0 3コ D 35 1ラ 35 15 0.71 0.67 0.87 

5コ E斗 lう 9 35 57 59 50 18斗9 0.64 0.97 0.81 
50 斗0 24 2斗 己92ヲ 42 23 32斗3 0.6件 0.91 0.87 

55 27 15 5 3コ与与 58 7 22 39 。.57 0.97 0.86 

60 3己 15 21 25 5 5斗 11 28 25 0.50 0.96 0.91 
60 与5 20 42 20 与己 斗o53 斗o53 O.う口 司.9斗 0.94 

65 37 1斗与斗 19斗3 50工5 3斗工9 o.件2 0.97 0.9斗

渡辺 修

第 E 表

a. )) ./.1_ 入 。〈 β n m ~ 
2手角 与5 35 35 3う 3コ 30 0.82 0.82 0.82 

22 20 20 60 与0 8 I 0.9ι 0.9斗 0.50 

ニ専角 斗ラ 己F 斗0 斗0
3Z3 6 23 0.98 工 0.8 77 0.77 

35 3口 30 斗5 1ヲ 0.ii7 0.d7 0.7工
株斗5 55 25 25 39 39 0.57 0.91 0.91 

21 15 Z口 65 3斗 6 I o.ヲ7 O.ヲ4 O.ιョ
26 15 25 60 28 7 0.97 0.8 9工 0.50 

不望調
32 15 30 う5 22 9 0.97 0.86 0.F6 8 
37 15 35 50 119 6 11 0.97 0.8工 O.斗
42 15 斗口 斗5 13 0.97 0.76 口.70
27 20 2う 55 

3Z238 3 3 斗

10 0.91
斗+ 

00..56斗5 39 20 3う 斗F 15 0.9 0.d1 
33 25 30 50 工5 0.91 0.87 0.65 
39 25 35 斗5 19 

0.98 1 0.82 0.71 
与三 30 35 40 Zヲ 24 0.d7 0.82 0.77 

基本紬の決定

1辺3cmの立方体を，第2表lζ適合させて軸測図を画

くと，第4図・等角図，第 5図・二等角図，第6図・不

等角図となる.

30 

第4図等角投影図基準

第5国 二 等 角 投 影 基 準

第 4図の等角図の基本軸とはまったくちがった基本軸

をもっ図形，すなわち，等角図の不備な空聞をおぎ危う

基本軸をもつものを， 第 5図，第 6図よりさがしだす

と，第5図の似)と第6図の(3)，(5)， (8)がみつかる.他の

基本軸は，乙れら 5つの基本軸のどれかに類似している

ことがわかる.したがって，乙の等角図をふくめた 5つ

の基本軸を用いて，機械要素などを表現すれば，いまま
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(1) 

(5 ) 

第61習 不等角投影図基準

(10) 

でよりも変化にとんだ立体図を画くととができる.選び

だした 5つの基本輸を第7図に示す.第直表にその諸元

を示す.

第?図基本軸

a.. v A 

斗ラ 35 35 

与5 55 25 

32 15 30 

与Z 15 斗O

33 25 30 

第 7図からもあきらかなように，

等角図の基本軸以外は，基本軸の回

転tとより，第8図のような派生基本

軸を生ずる.乙の派坐した基本輸を

含めて考えれば，機械製図における

立体図示法は，非常に大きな自由度

をもっととになる.

結言

機械製図における立体図は，斜行

図，等角図という考え方をすて，車出

測図を用いる考え方にたち，第7図

及ぴ第E表I乙示す5種類の基本軸を

積極的に用いるととを提言する.
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第 E 表

入 。ιβ n m .Q， 

35 30 30 0.82 0.82 0.82 

手5 39 39 O.う7 0.9工 0.91 

55 22 9 0.97 0.86 0.58 

hう 16 13 0.97 0.76 0.70 

50 33 15 0.91 0.87 0.65 

第8図基本軸の回転


